
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

[03_04]九州大学大型計算機センター広報 : 3(4)

https://doi.org/10.15017/1467969

出版情報：九州大学大型計算機センター広報. 3 (4), pp.1-56, 1970-08-26. 九州大学大型計算機セン
ター
バージョン：
権利関係：



注)1… 名 とつ くもの は フ ァイ ル名 を除 いて す べて8文 字 以 内 の英数 宇 列(頭 文字 は英字)

2EXQTNAME一ステップ 名$RU醤 が3獄 以上続 く時 異 っ た名前 をつ け て くだ さい。

3LP・ ・mこ のジョブ ス テ ッ プのLP枚 数 をm枚 で打 切 ります。

4TIME・-mノ こ の ジ ョブス テ ップ をmt秒 で 打切 ります。(FORTRANの み)

5CORE-・m"k実 行 時 の プ ログ ラムの 大 きさ を指 定 して くだ さい。

指 定 が な い時 に はCORE・-32kと な る。

利 用 者 の 声

本 セ ンタ ーで営業 を開 始 して早 くも3ケ 月 を経 過 しま した。 その間 仮 設 セ ンタ ー との利用 方 法 の違

い等 が生 じ、利 用 者 の 中 にも混 乱 され た方 も多 いか と思 い ます 。 質問,苦 情 な ど を計算 受 付 の窓 や プ

ログ ラム相 談室 にお 寄せ にな った 方 も あ った よ うです 。 また セ ン タ ーの 投 書箱 や 利用 者 の 声欄 へ の投

稿 もあ りま した。 次 に お寄 せ い ただ い た質 問,苦 情 と ともに セ ンタ ーの 回 答 を掲 載 いた します。

1カ ー ドデ ッ ク保 管棚 につ い て

九大 外 の利 用 者 の 中 か ら、 カ ー ドを かつ い で、 九大 まで往 復 す るのが 大 変 なた め 、保 管棚 の使 用

期 限 を3ケ 月位 に延 長 して も らい た い。 ま た 出来 れ ば、 連 絡所 単 位 で共 同使 用 で き るよ うな保 管棚

を滞 在者控 室 に備 えて も らい た い との希 望 が 西利協 あて に 出て い ます 。15日 ご とに申 請 書 を出 し直

せ ば よい とい うこ とは十 分 ご承 知 の上 での ご希 望 の よ うです 。(西 利 協事 務局 大 槻 説 乎)

o一般 利用 者 に対 す る カー ドデ ッ ク保 管棚 と して は
、す で に2階 オ ー プ ンバ ンチ室 の横 に仮 設 し

て い ます が、 出張 利用 者 には 別 に滞 在 者控 室 に棚 を設置 す る こ とを計画 し、使 用 期限 は3ケ 月以

上 とす る よ う準備 を進 め て います 。 な お デ ー タは、 私用 ボ リュ ーム で、 ブ μグ ラムは、 共用 ボ リ

ュ ーム,私 用 フ ァイ ル でセ ンタ ーに登録 してお かれ る と便 利 です。(共 同利 用掛)

2ラ イ ンブ・ジンタの仕 分清報 につ い て

現 在 は右 図 の よ うな仕 分情 報 が 出 力 されて い るが 更 に次 の よ うな 工夫 を加 えて ほ しい。

崖 力結果 は、返 却 箱 に2つ 折9に して置 かれ て い るが、 折9た たみ か

た に よっ て受 付番 号 が 見 えた り、 課題 番 号 が 見 えた9ま ちま ちで あ る。

利 用者 と しては、 そ の両 方 を一 度 に知 る こ とが で きれば都 合 が よい。

また可能ならばジョブ種別,計 算終了時刻も明添 してもらえば自分のジョブの出来上 り時間を予測



で き るの では な いか と思 う。(福 岡女 子大 学 国 宗 真)

oセ ンタ ー側 で は、 モ ニタ ーの改造 に ともない 、 計算 セ ンタ ール ーチ ンの改造 を計画 して います 。

仕 様 を検 討 す る際 の 参 考 とな ります ので 、利 用者 の ご意 見,ご 希望 を係 まで お よせ 下 さい。

(研 究 開発 部)

3オ ーブ ンパ ンチ室 に対す る希 望

オ ー プ ンパ ンチ室 にお い て修 正穿孔 を行 な う場 合 、LlPシ ー ト,カ ー ドデ ック を拡 げ て作 業 を行

な うため に か な りの スベ ース を必要 とす る。 オ ープ ンパ ンチ室 はか な り窮 屈で は あ る がで き れば、

小 さなサ イ ドデス クを設置 して ほ しい。 また、 イ ンタ ープ リタが オ ー ブ ンパ ンチ室 にお か れて い る

こ とは利 用 者 に とっ て有難 い が、 一 方 で は ク ロー ズ ドパ ンチ に複 製 を依頼 した デ ック も利 用 者 が各

自で行 なわ なけ れ ば な らな い。 翻 訳 印字 に多 くの 時 間 を さか な けれ ば な らない。 また 、 イ ンタ プ リ

タが1台 で あ る こ とか ら使 用 回数 が制限 され て しま うため何 とか改 善 して ほ しい。

(福 岡 女子 大 学 国 宗 真)

oオ ーブ ンパ ンチ室(58㎡)に は カ ー ド穿孔機11台,電 動 タイ ブ4台,イ ンタ プ リタ1台 と

作業 用 の表 卓 子 が設 置 され てい ます。 サイ ドデス クを設 置 で き るか ど うか は場 所的 な問題 が あ り

今 後検 討 してゆ き た い と考 え てい ます。

仮 セ ンタ ーの 時 は ク ロ ーズ ドパ ンチ室 に置 いて い た イ ンタ プ リタ を オ ーブ ンパ ンチ 室 に回 しま

した。 これ は利 用者 の方 に 気軽 に利用 して いた だ くた めです 。 セ ンタ ー には現 在 イ ンタ プ リタ が

1台 しかあ りませ んの で、 クロ ーズ ドパ ンチ での翻 訳 印字(郵 送 の依 頼 分)の 作 業 も一般 の利用

者 と同様 に オ ー ブ ンパ ンチの 申 し込 み を行 な っ てい る現 状 です 。 セ ンタ ーで は予 算 要 求 を行 な っ

て 設置 で きる よ う極 力努 めて お ります が、 当分 の間 互 いに ゆず りあ って使 用 して い ただ くよ うお

願 い します。 なお、 オ ー ブ ンパ ンチ室 の夜間 使 用について 無記 名 の投 書 が あ りま した。 検 討 の 結

果8月1日 よ りオ ーブ ンパ ンチ室,デ バ ッグ室 の 使用 を20:00ま で延長 い た します。 利 用 希望

の 方 は当 日17:00ま で に穿孔 受 付掛 ま で申 し込 ん で下 さい。(業 務 掛)

4ジ ョブの 処理 状 況表 掲 示 と電 話 連絡について

セ ンタ ーよ り利用 者 へ の情報 伝達 が敏 速 に行 なわ れ て いな い ので、 セ ンタ ー掲示 板 を十 分活 用 し

てほ しい。 依頼 した ジ ョ ブが計 算済 か否 か を電話 で知 りたい とい う声 が相 当 あ ります 。録 音等 で実

現 で きな いで しよ うか。(西 利協 事 務 局 大 槻説 乎)



oジ ョブ処理 状況 の 問合 わ せ に つい て は

セ ンタ ー第1受 付(TELO92-6感 一1101・5340)で 行 な っ て います。 な お、 問 合 わせ

に関 す る専 用電 話(留 守 電 話)の 設 備 に つ いて は、 目下 機 器 を検 討 中 です 。 次 に、2階paピ ーに

毎Hの 処 理 状況(受 付件 数 お よび 処理 件 数)を 掲 示す る こ とに しま した。 また情 報 伝 達 敏 速化 の

た め に2階 の掲 示板 に セ ンタ ーか ら利 用者 に対 す る連 絡 事 項 な どを掲 示 します の で、 ご利 用 下 さ

い。(共 同利 用 掛)

5出 張 利 用 者 の計 算 処理 の便 宜 につ い て

広報VOL2梅4(1969--12)で 与 え られ 裏 した セ ンタ ー滞 在利 用 者 の デパ ッ クラ ンの優 先権

(Aジ ョブ5回,Bジョブ3回,Cジ"ブ1園 以内1縫)が6月20日 発 行 のセンター ニ ュ ース で

取 り消 され ま した。 残念 な こ とに この 轟ユ ー スが地 方 利用 者 に届 くよ りず っ と前か ら優 先 処理 が廃

止 さ れて い た らしいの です が 、 この こ とは共同 利 用 の原 則 の1つ と して か かげ た遠隔 地 利 用者 の便

宜 を計 る とい うこ とに反 す るか な り重大 な決 定 では な い で しよ うか。 実 際 旅費 を も らっ てい る悶 滞

在 して も、 昨 今 の処理 状況 で は1日 に1件 の計 算 が受 け とれ るか ど うか とい う ぐ らい で、3N間 手

持 ちぶ さた で過 した上 、目 的 を果 た さな い で帰 っ てい く場 合 も ある よ うです。 是非 早 急 に ご検討 の

上 、適 切 な処理 を とって下 さい。(西 利 協 事 務局 大槻 説 乎)

o出張 利 用 のジョブ の取 り扱 い につ い て は、 セ ンタ ーニ ュ ース でNa2で 優 先処 理 しな い 旨、 お知

らせ しま した が、 ジ ョブ処理 の実 情 を考 慮 し、 第1回 業 務 委 員会 で 審 議の結 果 、 次 の よ うな優 先

処 理 の取 扱 い を行 な う よ う決 定 しま した。

(1)Aジョブ は デパ ッ クラ ン制限 な し¢

《2)B,Cジ ョブ は1ラ ンク上 げ て処理 を行 な う。

{3}Bジョブ の デパ ック回数 は3件 ま で とす る。

出張利 用 者 の方 は5階 第2受 付 にお い で くだ さい。 なお、 ご指 摘 のニ ユ ースが 大変 遅 れ て しま

い ま した こ とを お詫 び い た します 。 今後 この よ うなニキュース はセ ンター掲 示 板,セ ンタ ー 論ユ ー・

ス に よ り早 急 に お知 らせ いた します。(共 同 利 用掛)

6私 用 フ ァイル につ い て

地 方 利 用者 の 中 に は、プログラム や デ ータ をセ ンタ ー に保 管 して も らって、 計 算依 頼 書 とご く少

量 の カ ー5"を 送 る だけ で計 算結 果 を返送 して も らい た い とい う希 望 が椙 当 多 い よ うです 。私 用 フ ァ

イ ル に関す る記事 は速報Na5(妊 年12月23日 発 行)、 セ ンタ ー一ニュースNa2に あ る とい うこ とは

知 っ て います が、 地 方 の利 用者 の中 に は電子 計 算機 を慮分 の大 学 に持 た な い者 も相 当 あ9ま す の で、

初 心 者 講 習会 で パ ッチジョブ を流 す こ とが出来 るよ うにな っ たば か りで、 そ の 他の 知識 の全 くない



人 を想 定 して、 上記 の要 求 を満 たす 使 い方 を、 広報 の解 説 欄 な どで 分 り易 く説 明 して くだ さい。

(西 利協 事 務 局 大 槻 説乎)

oこの こ とに つ いて 、速報Na5,セ ンター ニ ュー ス拠2等 に掲 載 しま した が、 説 明 が不 十 分で あ

っ た こ とを お詫 び します 。 他 の利用 者 の方 々か らも、 これに つ いて の多 くの要 望 が あ りま したの

で、 今回 の広報 の中 に詳 しく解 説 してい ます の で ご利用 くだ さい。(広 報 編 集室)

7ジョブ 処理 につ い て

セ ンタ ーの ジ ョブ処理 が早 くな った事 に感 心 しま した。Bジ ョブが20分 程 度 で計算 が終 った の

で、1日 数件 出す こ とが 出来 ま した 。仮 セ ンタ ー(薬 院 地 区)時 代 に デパ ヅ ク出張 して 行 なっ た時

とか わ らぬ能 率 で した。 しか し、 講 習会 が開 か れた 日に は、 その 演習 の た め あ とに回 され、 また保

守 日に あた れ ば翌 日計 算 とな るた め処 理 が遅 れ る こ とが 残念 です。1日 の受 付 件数 か らみ る とバ ラ

ンスは取 れて い る よ うに み えます が、 利 用者 か らみ れ ば、 処理 が 早 い場 合 と遅 い場 合 の 差 が あ ま り

に も大 きす ぎ るよ うな印 象 を受 け ます 。 セ ンター運 営 の 立場 か らみ て も大 切 な こ とで は ない で しよ

うか。(福 岡 女子 大 国 宗 真)

o現 在、 毎 週火 曜Hの 午 前 中 にTSS実 験 、 木曜 βの午 前中 に定 期保 守 を行 な っ てお 参ま す。 こ

の間 、計算 処 理 が 出来 ませ ん の で、 た ま ったジョブ を よ り早 く利 用 者 に返 す た め に火 曜 と木曜 は

2}時 まで夜 間作 業 を行 な って お ります。 また 、Aジ ョブ,Bジョブ に関 して は、 そ のHの うち

に処理 す る こ と を基 本 方 針 と してい ます の で、 上記 の 外、 ジ ョブが多 く残 った場 合 は、 その都 度

班 時 まで、 また状 況 に よ って は徹夜 で ジ ョブ処理 の 作業 に あた っ てい ます。(業 務 掛)

8クロー ズ ド ・パ ンチ につ い て

九大 セ ン タ ーの ク ロ ーズ ド ・パ ンチ は正確 か つ迅速 な ので感 謝 して い るが 、次 の2点 につ い て苦

言 を呈 した い。

(1)H型 の穿 孔 を依 頼 した ところEL型 で穿 孔 され て きた。 計 算依 頼 前 にた ま た ま この誤 りを発 見

した か ら、 助 か った が、 ともす れ ば計 算後 に気 が つ く とい うこ とにな りか ね ない。 穿孔 受付 窓 口

に 、 この こ とを申 し出 た ところ 「九大 セ ンタ ーで はH型 の 穿孔 は受 けつ けな い」 との返 事 で あ っ

た が、 「利 用 の手 引」 に は、 この こ とは明記 され て いな い。EL型 ・H型 の問 題 は、 全国 共 同利

用 セ ンタ ーで ある こ とを考 慮す る と、H型 の穿 孔 を否定 す るこ とは問題 が あ る と思 うの で検 討 し

て も らいた い。

② カ ー ドデ ッ クの 複 製 を依頼 した際 、 明 らか に複 製機 の 誤動 作 に よ る と思 わ れ る複 製 ミス があ っ

た ので、 穿孔 受 付 に申 し出 た ところ 「カ ー ドの内 容 は ユ ーザ ーが 責任 を もって ほ しい」 とい うこ



とで あっ た が、 その 後 もひ きつづ き同 じコラ ムに複 製 ミス が起 こ り非常 に迷惑 を して い る。 この

様 な場 合、 誤動 作 に関す る情報 提 供 をた ん に受付 窓 口だ けで処 理 す るの で はな く、 積極 的 にユ ー

ザ ー に協 力 を求 め直 ちに誤 動作 の原 因 を究 明 し機 械 が常 に正 常 な状態 で あ る よ うに努 め て も らい

たい 。(九 州 大 学工 学 部 牛 島 和 夫)

oH型 の穿孔については 、セ ンター内部 の連 絡不 十 分 の た め、 穿孔 受 付 の窓Pで 混 乱 した もの と思

い ます。 この機 会 に改 めて セ ンタ ーの業 務 内容 を職 員各 自が 正 しく把 握す る よ うに努 め、 利用

者 の方 々に ご迷 惑 をお かけ しない よ うに心 が けて 行 くつ も9で す。

現 在、 セ ンタ ーの ク ローズ ドパ ンチ室 に は、H型 の 穿孔機 は設 置 してお りませ ん が、 利 用者

か らの 申 し込 み が あ れば 、 オ ーブ ンパ ンチ室 の穿孔 機 を用 い て作業 してお ります。H型 と明 記

して い ただ けば 可能 です の で ご利 用 くだ さい。

カ ード 複 製 はFACOM-Rに よ り行 なっ て います 。ご指摘 の よ うにFACOM-Rの 障 害によ

り、 複 製 ミスが た びた び起 こ り、利 用者 の方 々に ご迷 惑 をお かけ した こ とをお詫 び します。

この 障害 につ いて は 富士 通 側 は さ るこ となが ら、 セ ンタ ー側 で も調査 を行 な い ま した が まだ

根 本 的 原 因が っ かめ ず、 調 査 を続 行 して い ます 。 新 規穿孔 、 複製 後 す ぐに 計算 依頼 された もの

は 、 た と え穿 孔 ミス,複 製 ミス が あ って も利用 者 の責任 で ある こ とが原 則 に な って い ます が、

複 製 の場 合 ミスが あ9ま した らた だ ちに セ ンタ ー穿孔 受 付 ヘ リス トを添 えて提 出 して下 さい。

なお 、 ご指 摘 のFACOM-Rの 操 作 お よ び管理 につ い て再 三 の苦情 に対 して も、そ の都 度回

答 につ いて報告 しなか っ た こ と を深 くお詫 び します。

今 後 この よ うな こ との な い よ う関 係者 に あっ て は十 分 に心 が け障害 処理について は適 確 か つ

敏 速 に対処 す るつ も9で 富 士通 に も厳 重 に申 し渡 して お9ま す 。


